7月15日打合せメモ
電光的中表示板が故障中なことが分かった。
1) 状況と見通しについて
電光的中表示板が故障中で、この手の設備は、半特注であることがよくあり、すぐに修理されることはあまり望めないため、県南大会、市民弓道大会に影響が出ることが予想される。
2) 今後の対応について
今後の対応としては、県南大会、市民弓道大会は電光的中表示板が故障中でも開催できるよう準備する。(県南大会は対策を考える。市民弓道大会は関係者に伝える)
修理希望を出すか？出すなら取手市の設備なので取手市の団体である体協弓道部としての要望として出すとスムーズであろうと思われる。井原さんと和泉さんに協議してもらって、大峰さんにご協力していただいて要望を伝えるとよいのではないか？大修理の場合は9人立に変更してもらうのも考えるべき。要望を出さないと言う選択肢もある。
3) 県南大会での対策案
大方針について
a) 今回を当座乗り切るために最小限の対応にとどめる
手動/手書きの掲示板を電光の下に準備し、掲示板に書く。観覧席側に当たり外れの表示をする。掲示板担当を割り振る以外は変更なし。
b) 良い機会なので全体を見直す
いろいろ考えられる。
田中案を別に示す。
この場合、すぐに直った場合はどうするか？
	

田中案――――――――――――――――――――――――――――――――――――
弓道大会で重要なことは1．「弓道」大会と思えること、2．参加者が楽しめること、3．運営が楽しめ無理がないこと。
1． は日弓連の弓道規則に不完全でも準ずること、
2． 2．は大きい大会であれば1．を満たし、かつ待ち時間少なく、進行状況が分かりやすく、弁当や賞品がよい、など、
3． 3．運営が金銭面、労力面で楽に行えること。
ということになるかと思われる。
競技の管理という意味では2．はスムーズに進行することと公平性の担保、異議の申し立ての受付(最低限ガス抜きができればよい)がされること、が大事かと思われるが、1を満たせば、スムーズに進行することに集中すればよいと思う。
また、2と3に共通するので省力化は進める方がよい。
さて、そもそも、弓道規則で必要なのは、
役職は、
*競技委員長(審判委員長、運行委員長を監督し、大会成績の最終確認をする)
*審判
射場審判、的前審判、弓具審判など
*運行委員
射場委員長(進行、記録、掲示)、的前委員長(看的、的前(矢取))、場外委員長(招集、会場)など
*総務委員
会計、受付、システム、接待、救護、準備、設営、警備など
あたりが必須である。
それと、競技面、総務面を総括する大会委員長か大会会長がいた方がよいと思われる。
また、異議の申し立ては審判もしくは進行に、上申は運行委員長か審判委員長にすると決められている。
その他、弓具、道場、的中判定などについて定められている。

さて、具体論ですが、
現行は招集、進行、看的、受付記録、掲示、駐車場、靴袋、弁当に分かれている。
しかし、開会式前までの仕事と競技中の仕事が整理されていないので整理した方がよいと思います。
開会式前までの仕事は、会場内設営、受付、駐車場案内、靴袋。
開会式以降の仕事は招集、進行、看的、記録、掲示、会場(弁当など)。
と思います。

競技の流れについて、自分の考えをまとめると。
弓具審判が弓具の適否の判定を行い、射場に入場させることで適の判定をしたものと考えて差し支えないと思っている。
射場審判が道場内での違反行為の有無を判定し、違反行為があった場合は、その旨選手に指示を下すことで判定する。指示がない場合は違反なしと判定したと考えて差し支えないと思われる。
的前審判が当たり外れおよび遠近を判定し、それを記録することで(違反なしの)競技成績とすると考えている。そのため、記録は判定を忠実に記録するのが第一任務であると考えている。

現実的には、まず、全体として総務委員は接待以外は競技委員と兼務すべき。(つまり開会式前と開会式以降の役割を兼任する。)
看的係が駐車場案内＋靴袋配布、会場と進行と招集で会場設営、記録掲示が受付とかが妥当か？

開会式の裏の打合せには、受付からの出欠修正を各係長に行い、その後、運行委員長が立ち順の修正を決定して各係長に連絡。

大会委員長と競技委員長は兼任がよさそう。
運行委員長と審判委員長は進行委員長が兼任？
射場審判は進行、的前審判は看的、弓具審判は招集が兼務する。
ただし、ルールをあまり理解していない係員もいるので、審判委員は兼務でも決めた方がよいと思われる。

進行係は人数がいてももめるだけなので、人数を絞って全員を射場審判兼任がよさそう。ただし、順位決定戦の時は射場の矢の受取は人が足りなくなる場合がある、記録から出すなど決めておく。
招集係は控えで名前確認(と形式的には弓具確認)をする班といない人を呼び出しに行く班に分け、名前確認班は弓具審判を兼ねる。
看的は、看的班と矢取班に分け、看的班は的前審判を兼ねる。看的班は的中を判断し、矢取前に確認をする。修正がある場合は記録係掲示班に無線で連絡する。確認が済んだら、矢取班に合図して、矢取をしてもらう。矢取班は矢取をして、矢返しをする。
記録と掲示は一体にし、記録班と掲示班、整理班に分ける。掲示班は看的の結果を道場内の掲示板に掲示し、修正がある場合は無線を聞いて修正する。立ちが変わって消す前に、掲示板の隅にナンバリングして写真を取る。記録班は掲示板を読んで、随時パソコンに打ち込む。矢取が始まって(=確認完了)から、打ち込み内容と掲示板が一致していることを確認して、消してよい旨掲示班に合図する。整理班は、データをネットワーク越しにコピーして統合し、順位付けして、進行に状況を報告する。また、立ちの結果をプリントアウトして、会場係に渡す。(理想的には、記録班が入力したら、整理班用のパソコンに自動的に順位表示され、整理班は印刷だけすればいいようなプログラムがあると最善かと思われます。

会場係は立の結果のプリントアウトを場外(控室前)掲示板に掲示する。弁当が来た時には配布する。要救護者が出た時には救護する。

審判兼務の班に入る人はすくなくとも当該部分のルールを良くわかってる人にする。

的前確認終了->矢取開始->記録=掲示確認->記録が合図->掲示消去の順番なら的前審判の審判を正確に漏れなく記録すると言う原則が守られる。また、的前審判の審判を競技者が異議を申し立てられる間に確認する機会も与えられる。

掃き矢ではないか？と言う確認も無線で射場委員側から無線で行えるとよいと思う。

機材としては、無線が欲しいですね。できれば会場に響き渡らないようにイヤホン付。進行、看的、掲示、記録、招集で各1個あるとすごく良いです。あと、掲示が的前審判の判定と合っているかを的前審判が確認できるようなカメラとディスプレイがあればもっと良いと思います。それと、パソコン数台。
トランシーバー無線は一台1万円弱くらい。電話でない方がいいのは、各係長が同時に理解することができるので。
パソコンは持ち寄りで4台あるとベスト。それとプリンタ。

参考資料
弓道規則
http://kyudo.jp/pdf/info/info140117_kisoku.pdf
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